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自由研究課題：巻き貝の運動と足並みの形の観察

研究の動機：私は貝類の化石を収集している。また，カタツムリ，キセル貝，ナメクジ

など，陸産貝類の調査も行っている。これを小学校の授業でも教材として

取り入れられないかと考えている。本校では毎年，岩井臨海学校の宿泊学

習で，理科学習の一環として磯の生物の観察を行っている。そこで貝類の

生態について詳しく調べようと考えた。

研究の方法：

①材 料

足波を観察する軟体動物門の種類として，腹足網のイシダタミ，クロズケガイ，ア

オガイ，アマガイ，エビスガイ，サザエ，アメフラシ，陸産のものとして，マイマイ

を，また，ヒザラガイ網の仲間からヒザラガイ，ニシキヒザラガイ，ヒメケハダヒザ

ラガイ，クサズリガイを採取した。



②材料の収集日及び採集場所

今回の調査は，平成２１年８月１０日～１３日にかけて行い，観察のための材料は

真鶴の白磯海岸の岩礁地帯の波打ち際，及びタイドプールの転石を中心に

Ｓｔ .１～Ｓｔ .３の地点から採集した。

③調査方法

〔足波形の観察〕

１採集した巻き貝をガラス板の上にのせ，這わせる。（このときガラス板の上を水

で湿しておく。）

２対象となる巻き貝が板状を這って，裏側に入り込んだところを上から拡大鏡を用

いて観察した。

３貝の種類・大きさによっては，逆さだと自重を支えられず，張り付いたまま這う

ことのできないものや，落下してしまうものもある。そのような場合は，ガラス

板の下に鏡を置き，そこに写った足波形を観察した。

４また，上記のような方法で観察するとともに，記録としてその動きをビデオカメ

ラを用いて撮影した。

〔移動速度の測定〕

方眼ＴＰシートをガラス板の裏に貼りつけ，その中心付近に視点を決め，視点か

ら貝を這わせて移動した目盛数及びかかった時間から速度を求めた。







考 察

１ イシダタミガイ，クロズケガイ，アマガイ，エビスガイなどの巻き貝は比較的よく動

く。

２ ヒザラガイ類のクサズリは，自然界においては岩の下に潜って安定する性質があるの

で，水中より取り出すと，安定した場所を求めて動き出す。よって観察は水中より取り

出した方が観察しやすい。

３ アオガイは，カサガイの仲間で，巻き貝としてはおもしろい形をしている。これは，

丸い足形のフチの部分が動くのであるが，正中線からよりも中心点といったところを起

点に動く。

４ サザエは小型であったが，二走性としての動きは，よたっている人が歩いているよう

に非常に顕著な動きを示した。しかし，他の検体に比べて，足の中心部の動きについて

はわかりにくかった。

５ これらの貝の中には，方向を変えるときなどは，足波の片側の動きが逆向きとなり，



直線的に動くときとは違う動きをするものもあった。 fig.１は直行するときのものを観

察した結果である。

６ アメフラシは，巻き貝ではないが，足波が見られるということで観察を行った。水中

でなくては動きがないため，下図のような方法を用いた。しかし，この方法でも動きは

鈍く，またかなり重量のある水槽を下からのぞくため，危険が伴う。

７ 陸産のカタツムリも参考として観察した。

８ 速度については，ＴＰシートを用いて行ったが，相手は気まぐれであるため，思うよ

うに座標上を直進しない。このようなものについては，以下のような方法で測定を行っ

た。

① a とｂをＴＰシートの上の目盛から

読み取り，計算によりｃを求めた。

②右図のような動きをしたものについ

ては，a，ｂ，ｃの各目盛を読み取り

移動距離とした。

以上のような方法で，測定を行ったが，途中で止まったものもあり，正確には測定を行

えなかった部分もある。

全体として，日常見ることや関心をもつことの少ない巻き貝の裏側の足波というものを

改めて観察してみることにより，新たな発見や感動をもつことができた。



今後の課題

限られた時間の中での材料の採集，観察，計測などを行ったため，観察に用いた種類や

個体数がやや少ないという点があげられる。

《海産》イシダタミ（３０）クロズケガイ（３０）アオガイ（２０）アマガイ（１０）エ

ビスガイ（１）クサズリガイ（２０）サザエ（１）アメフラシ（５）《陸産》カタツムリ

（４），そのため，今後同様な観察を行うとすれば，観察個体数や種類を増やすように努

めたい。

貝類の移動時における速度と足波のピッチの変化についての関係にも観察が必要であ

る。また，観察を進める上で，鏡やプラスチック板など使った観察器具の工夫がなされれ

ば，さらに効果が上げられると思われる。
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